
令和７年３月２５日 

保護者 様 

学校評価アンケート結果について 

 

 日頃より、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。年末に実施のご協力

をいただいた学校評価アンケートですが、児童と教職員の結果と比較し、まとめましたので、お知らせしま

す。 
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児童の話を丁寧に親身になって聞き、児童理解に努めて

いる。必要に応じて、保護者と連携を図っている。

交通ルールを守って、登下校できていますか。

学校では、交通事故防止や防災・防犯対策等必要な安全

指導がなされている。

防犯・安全教育を計画的に行い、安全な学校生活が送れ

るように配慮している。

学校では、安心してすごせていますか。

体力向上推進計画に基づき、体力向上を進めている。

お子さんは、毎日楽しく学校に通っている。

子どもにとって教室が心の居場所になるよう意図的に取り

組んでいる。

先生や友だち、地域の方に「おはようございます」、「さよう

なら」などのあいさつをしていますか。

お子さんは、あいさつがよくできている。

子どもたちが、あいさつをよくできるよう指導している。

勉強でわからないところは、先生や友だちに聞いてわかる

ようにしていますか。

学校は、学力向上や個に応じた指導に努めている。（チーム・
ティーチングでの指導・チャレンジ教室など）

個に応じた指導・支援に努めている。

学校の勉強は、わかりますか。

お子さんは、学習内容が理解できている。（テスト・ノート・

宿題・通知表より）

お子さんは、健康に気をつけ、体力が向上している。

こまったときに、先生は話を聞いてくれますか。

学校は、児童の悩み事等を家庭と連携を図りながら、親身

になって解決しようとしている。

子どもに、学習の基礎・基本の徹底を図るための手立てを

講じている。

校外に出て学習したり、学校の先生以外の方に教わったり

することは、ためになることだと思いますか。

学校では、地域とかかわる学習・活動等が積極的に行わ

れている。（町探検、市内探検、キャリア講演会等）

地域の教育力を活かした総合的な学習や体験活動を、積

極的に取り入れている。

休み時間に外で遊ぶなど、自分から運動しようとしていま

すか。

　　令和６年度学校評価3者比較
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１ ３者の比較から、５項目について以下のようにまとめました。 

 

【２ 挨拶について】 

 挨拶ができていると回答している児童は９０％近くおり、ほとんどの児童は、自分は挨拶ができていると

感じているようです。保護者は、肯定的な評価が７０％程です。学校では、９２％の教職員が挨拶をよくで

きるように指導していると回答しています。 

学校では日ごろより、自分から誰にでも挨拶できるよう指導しているところです。実際の学校での児童

の姿は、自分から挨拶をできる・挨拶をされると返せる・挨拶されても返せない、という児童に分かれ、学

校内で自分から誰にでも挨拶することに課題を感じています。   

校内には、様々な来校者（保護者・保護者以外の見学者・他校の教職員など学校外の大人・工事業者

等）が出入りしますが、先日、校内で作業している工事業者さんに自分から挨拶する高学年児童もおり、

大変気持ちの良い場面も見られました。また、卒業した６年生は、学校生活をよりよくしようと、自分たち

で企画した挨拶運動を実施するなど、児童の中でも課題意識を抱いていることがわかります。 

今後、さらに児童が自信をもって挨拶をしていると言えるように、保護者・地域そして児童とも話し合い

ながら、挨拶のあふれる気持ちの良い学校にしていきたいと考えます。 

 

【３ 学習への取り組み、個に応じた指導・支援について】 

 児童の７９％が、肯定的に回答しています。一方で、１８％はあまりそう思わない、３％はそう思わないと

否定的に回答しています。保護者の６７％は肯定的な評価となっておりますが、２７％は否定的な回答で

した。教職員は、９２％が個に応じた指導・支援に努めていると回答しています。 

 今年度、学校においては、学年によって少人数指導教員や学年・教科支援員などを活用して学級の人

数を半分に分けたり、学習の内容が児童にとって身近なこととのつながりを感じられるような進め方をし

たりして、児童の学習意欲を高め、前向きに学習に取り組めるよう努めてきました。そのような中、“わか

らないことをわかるようにしている”と回答できていない児童が２１％いることがわかりました。次年度は、

児童が自分でわかろうとするために努力するよう、わかることの楽しさや喜びをより一層味わえる学習活

動を目指して、職員一同、工夫改善を図ってまいります。 

 

【５ 校外での学習や、地域・学校職員以外の方との学習について】 

 児童の９２％、保護者の８８％が肯定的な回答となり、高い期待と評価があることが分かりました。教職

員の回答も８８％と、積極的に取り入れていることがわかります。 

 今年度は、各学年それぞれが校外学習による体験的な活動を実施することができました。また、３年生

の鉄鋼団地やスーパーマーケット見学、２年生の町探検など、他にも校外に出て学ぶ機会を設定しました。

更に、校内でも保護者や地域の方々に来校いただき、大変有意義な学びができました。１年生では朝顔

の弦を使ったリースづくり、４年生の理科の学習補助、５・６年生の家庭科でのミシン操作の補助をしてい

ただきました。６年生のキャリア教育講演会では１９種の職業についてご本人から講話をいただきました。

これらのほとんどは、３名の学校支援コーディネーターのご尽力によるものです。 

今後も、保護者や地域人材との懸け橋となる学校支援コーディネーターを活用しながら、保護者や地

域の皆様と協力し、児童にとって豊かな体験活動や、たくさんのかかわりの中で楽しく学べる場を設定す

るよう努めてまいります。 

 

 

 



２ 保護者からの自由記述について 

 お忙しい中、多数のご意見を頂戴し、ありがとうございました。ここで全てのご意見に対してお答えする

ことはできませんが、複数ご意見のあった項目について記載いたしました。 

 

【給食の時間について】 

〇給食の時間をもう少し長くしてほしい。 

 給食の時間は、準備から片付けまでを含めて４５分間としています。午前中の授業の時間や給食センター

の配送・回収の時間を考え、設定しているところです。食事の量や食べるスピードは児童によってそれぞれ

で、決められた時間内に食べることに大変な思いをしている児童もいることと思います。各学級では、児童

が協力して手早く準備・片付けができるよう指導しながら、可能な限り時間に幅をもたせるなどして、様々

な児童の実態に合わせられるよう努力しているところです。 

 今後も、限られた範囲の中ではありますが、児童一人一人の気持ちに寄り添い、また、ご家庭とも相談し

ながら、楽しい給食の時間を過ごせるよう工夫改善してまいります。 

 

【登下校について】 

〇安全指導をしてほしい。 

 児童の登下校については、学校だより等でもお知らせし、ご家庭でもお子さんと話題にしていただけるよ

うお願いしています。今年度は、事故は起きていないものの、事故につながるような登下校の仕方や、通行

する方の妨げになるような歩き方をしている状況が続いています。 

 学校では、各学級や全校児童が集まる集会で具体的な場面を挙げながら安全指導をしています。しかし、

依然として改善には至っておらず、さらなる指導に加えて、早急な対応が必要だと感じています。ＰＴＡの

旗振りの際にお声掛けいただいていることに加え、地域の方々とも連携しながら、児童が自分たちで安全に

登下校することに必要感を持てるよう指導を工夫していきたいと思います。 

 また、児童同士で声を掛け合っていく姿を作り出していくことも大切だと考えています。委員会活動のよ

うな児童の自治的な活動を効果的に活用しながら、児童が自分たちで安全に登下校できるような取り組み

も検討していく必要があると考えています。 

 

次年度も、学級・学年の枠を超えて、学校の教職員がチーム一丸となって、協力体制を整えてまいります。

お困りのことや不安なことがありましたら、遠慮なくご相談ください。児童が楽しく学校に通い、保護者の

皆様がお子さんを安心して学校に通わせられるよう、いただいた一つ一つのご意見やアンケートの結果を

真摯に受け止め、より良い教育活動を実施していきます。ご協力、ありがとうございました。 

 

☆次ページ以降、児童・保護者・教職員の結果を載せておきますので、ご覧ください。☆ 

 


